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（別紙）

3,950,454
4,086,285

496,976
632,807
364,360
384,360
257,159
277,159
438,835
532,235
438,835
532,235

18,363,653
18,612,884

2,898,724
2,919,895
2,505,040
2,526,211

181,800
257,498
181,800
257,498

1,592,937
1,829,528

239,667
476,258

1,106,546
1,126,546

119,487
139,487
154,229
50,000

154,229
50,000

18,363,653
18,612,884

　　　第２３号議案 令和６年度中間市一般会計予算に対する修正案

　第２３号議案 令和６年度中間市一般会計予算の一部を次のように修正する。

第１条中「１８，６１２，８８４千円」を「１８，３６３，６５３千円」に改める。

第１表　歳入歳出予算の一部を次のように改める。

１　歳　入 （単位：千円）

款 項 金　　　額

14　国庫支出金

２　国庫補助金

20　諸収入

３　雑入

21　市債

１　市債

歳　　　　入　　　　合　　　　計

２　歳　出 （単位：千円）

款 項 金　　　額

２　総 務 費

１　総務管理費

７　商 工 費

１　商工費

８　土 木 費

２　道路橋りょう費

10　教 育 費

５　保健体育費

13　予 備 費

１　予備費

歳　　　　出　　　　合　　　　計



単位：千円

第３表　地方債の一部を次のように改める。

101,700

16,000
33,600

127,000

6,900

40,400

107,900

400

26,135

4,700

51,600

4,300

7,500

37,700
438,835
532,235

第　３　表　　　地　　方　　債

起　債　の　目　的 限度額 起債の方法 利率 償　還　の　方　法

塘 ノ 内 砂 山 線 街 路 事 業

道 路 改 良 長 寿 命 化 事 業

社会資本整備総合交付金等事業

御座ノ瀬１号線法面崩壊対策事業

池 田 団 地 改 修 事 業

中 鶴 公 営 住 宅 解 体 事 業

緊 急 浚 渫 推 進 事 業

臨 時 財 政 対 策 債

高機能消防指令センター整備事業

水槽付き消防ポンプ自動車整備事業

消 防 庁 舎 改 修 工 事

農 村 環 境 整 備 事 業

中間仰木彬記念球場グラウンド改修事業

計

証書貸借
又は

証券発行

2.0%以内。た
だし、利率見
直し方式で借
り入れる公的
資金につい
て、利率の見
直しを行った
後において
は、当該見直
し後の利率。

借入先の定める条件によるも
のとする。ただし、据置期間
及び償還期限を短縮し、若し
くは繰上げ償還又は低利に借
換えすることができる。



3,950,454 353,917
4,086,285 3,596,537 489,748

364,360 78,503
384,360 285,857 98,503
438,835 △ 93,579
532,235 532,414  △ 179

18,363,653 357,963
18,612,884 18,005,690 607,194

2,898,724 △ 265,057 2,670,394
2,919,895 3,163,781  △ 243,886 41,947 71,113 115,270 2,691,565

181,800 85,588 81,200 52,664
257,498 96,212 161,286 100,376 2,411 45,525 109,186

1,592,937 224,379 182,654 306,900 1,006,232
1,829,528 1,368,558 460,970 299,309 12,388 400,300 84,763 1,032,768
1,106,546 △ 154,956 12,623
1,126,546 1,261,502  △ 134,956 48,987 9,541 37,700 32,623 997,695

154,229 104,229 154,229
50,000 50,000 0 50,000

18,363,653 357,963 3,950,454 412,700 467,809
18,612,884 18,005,690 607,194 4,086,285 1,535,916 506,100 487,809 11,996,774

修 正 案 に 関 す る 説 明 書

歳 入 歳 出 予 算 事 項 別 明 細 書

１　総　括

（歳　入） （単位：千円）

款 本年度予算額 前年度予算額 比　　　　　較

14　国庫支出金

20　諸収入

21　市債

歳　入　合　計

（歳　出） （単位：千円）

款 本年度予算額 前年度予算額 比　　較

本　　年　　度　　予　　算　　額　　の　　財　　源　　内　　訳

特　　　　　　定　　　　　　財　　　　　　源
一般財源

国庫支出金 県支出金 地　方　債 そ　の　他

２　総 務 費

７　商 工 費

８　土 木 費

10　教 育 費

13　予 備 費

歳　出　合　計



２　歳　入
（単位：千円）

3 1

4 1

9 28

2 2

節
区　　分 金　　額

3,950,454 353,917
4,086,285 3,596,537 489,748

496,976 228,020
632,807 268,956 363,851
182,654 95,032 19,164 19,164
299,309 87,622 211,687 135,819 135,819
122,073 70,353 81,200 81,200
141,249 51,720 89,529 100,376 100,376
364,360 78,503
384,360 285,857 98,503
257,159 51,188
277,159 205,971 71,188
254,158 51,188 98,095 0
274,158 202,970 71,188 118,095 20,000
438,835 △ 93,579
532,235 532,414  △ 179
438,835 △ 93,579
532,235 532,414  △ 179
306,900 132,500 56,500 33,600
400,300 174,400 225,900 149,900 127,000

18,363,653 357,963
18,612,884 18,005,690 607,194

款　　　項　　　目 本　年　度 前　年　度 比　　　較 説　　　　　　　　明

14 国庫支出金

2 国庫補助金

3 土木費国庫補助金
道路橋りょう
費補助金

道路メンテナンス事業補助金

5 総務費国庫補助金
物価高騰対応重点支
援地方創生臨時交付
金

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交
付金（推奨事業メニュー分）

20 諸収入

3 雑入

3 雑入
雑入 中間仰木彬記念球場グラウンド改修助

成金

21 市債

1 市債

1 土木債
道路整備事業
債

社会資本整備総合交付金等事業

歳　　　入　　　合　　　計



３　歳　出
（単位：千円）

県支出金 12 5

諸収入

12 2

5

10 3

11

12

本年度の財源内訳 節
特定財源 一般財源 区　　分 金　　額

2,898,724 △ 265,057 2,670,394
2,919,895 3,163,781  △ 243,886 228,330 2,691,565
2,505,040 △ 268,657 2,387,681
2,526,211 2,773,697  △ 247,486 117,359 2,408,852

94,996 △ 114,524 使用料及び手数料 77,779
104,887 209,520  △ 104,633 5,603 87,670

44,789 177
405 54,680 10,068

(0)
11,209 (9,891)

253,431 △ 114,982 国庫支出金 253,331
264,711 368,413  △ 103,702 100 264,611

228,974 396
240,254 4,356

(0)
(3,960)
27,813
35,133

(0)
(1,000)
(6,880)

(13,200)
181,800 85,588 129,136 52,664
257,498 96,212 161,286 148,312 109,186
181,800 85,588 129,136 52,664
257,498 96,212 161,286 148,312 109,186
88,923 81,943 使用料及び手数料 5,760

164,621 6,980 157,641 1,680 62,282
国庫支出金 866 81,200

81,200 1,116 156,898
100,376 261 (0)

諸収入 8,031 (250)
283 2,339 (0)

7,017 (7,770)

款　　項　　目 本　年　度 前　年　度 比　　　較 説　　　　　　　　明

2 総 務 費

1 総務管理費

5 財産管理費

委託料 〔生涯学習課〕旧中央公民館管理に
要する経費

旧中央公民館建物解体工事に伴う実
施設計委託料

6 企画費

委託料 〔企画課〕デジタル田園都市国家構
想総合戦略事務に要する経費

デジタル田園都市国家構想総合戦略
策定支援業務委託料

〔企画課〕企画事務に要する経費

ＪＲ中間駅周辺環境整備業務委託料

シティプロモーション業務委託料

7 商工費

1 商工費

2
商工業振興
費

需用費 〔産業振興課〕緊急商工業振興対策
に要する経費

役務費 消耗品費

委託料 通信運搬費



３　歳　出
（単位：千円）

本年度の財源内訳 節
特定財源 一般財源 区　　分 金　　額

款　　項　　目 本　年　度 前　年　度 比　　　較 説　　　　　　　　明

18

12 2

14

21

14 1

82,200 (0)
145,200 (4,678)

(0)
(63,000)

1,592,937 224,379 586,705 1,006,232
1,829,528 1,368,558 460,970 796,760 1,032,768

239,667 23,649 123,877 115,790
476,258 216,018 260,240 333,932 142,326
144,500 △ 10,379 国庫支出金 44,596
381,091 154,879 226,212 43,404 71,132

160,059 11,726 90,408
市債 133,017 326,999

56,500 98,373 (0)
149,900 207,673 (121,291)

230 (0)
6,230 (5,300)

(0)
(104,000)

(180)
(6,180)

1,106,546 △ 154,956 108,851
1,126,546 1,261,502  △ 134,956 128,851 997,695

119,487 67,556 40,177
139,487 51,931 87,556 60,177 79,310
119,487 67,556 使用料及び手数料

139,487 51,931 87,556 1,422 79,310
諸収入 60,267 119,487

1,055 80,267 139,487
21,055 (60,267)

市債 (80,267)
37,700

負担金、補助
及び交付金

物価高騰経済支援商品券配布事業委
託料

物価高騰経済支援商品券配布事業負
担金

8 土木費

2
道路橋りょ
う費

3
道路新設改
良費

委託料 〔建設課〕社会資本整備総合交付金
事業等に要する経費

工事請負費 通谷歩道橋撤去等委託料

補償、補填
及び賠償金

道路付属物補修工事

通学路整備工事

補償、補填及び賠償金

10 教育費

5 保健体育費

1
保健体育総
務費

工事請負費 〔生涯学習課〕社会体育に要する経
費

中間仰木彬記念球場グラウンド改修
工事



３　歳　出
（単位：千円）

本年度の財源内訳 節
特定財源 一般財源 区　　分 金　　額

款　　項　　目 本　年　度 前　年　度 比　　　較 説　　　　　　　　明

1

154,229 104,229 154,229
50,000 50,000 0 50,000

154,229 104,229 154,229
50,000 50,000 0 50,000

154,229 104,229 154,229
50,000 50,000 0 50,000

154,229 154,229
50,000 50,000

(154,229)
(50,000)

18,363,653 357,963 6,366,879
18,612,884 18,005,690 607,194 6,616,110 11,996,774

13 予備費

1 予備費

1 予備費

予備費 〔財政課〕予備費

予備費

歳　出　合　計



単 位：千 円

当該年度中
起債見込額

当 該 年 度 中
元金償還見込額

412,700 4,869,510 
5,256,040 5,053,589 506,100 596,779 4,962,910 

 （１） 庁　　舎　　建　　設　　債 3,133 1,569 1,569 

 （２） 総　　　　　務　　　　　債 372,882 397,851 82,109 315,742 

 （３） 民　　　　　生　　　　　債 401,980 391,788 32,682 359,106 

 （４） 衛　　　　　生　　　　　債 5,132 4,105 1,026 3,079 

 （５） 労　　　　　働　　　　　債 41,558 35,377 6,198 29,179 

 （６） 農　　　　　林　　　　　債 94,552 86,872 7,500 16,102 78,270 

 （７） 商　　　　　工　　　　　債 33,139 26,244 6,896 19,348 

 （８） 公　　営　　住　　宅　　債 1,530,569 1,489,967 148,300 73,108 1,565,159 

 （９） 都　市　計　画　事　業　債 599,510 561,589 101,700 40,315 622,974 

56,500 789,857 

838,000 814,308 149,900 80,951 883,257 

（１１）河　　　　　川　　　　　債 600 850 400 50 1,200 

（１２）消　　　　　防　　　　　債 360,158 305,266 60,600 68,550 297,316 

 (１３）教　　　　　育　　　　　債 974,827 937,803 37,700 187,223 788,280 

 ２　　災　害　復　旧　事　業　債 16,564 14,508 2,357 12,151 

 ３　　臨　時　財　政　対　策　債 5,446,942 4,994,677 26,135 494,383 4,526,429 

 ４　　そ　　 　   の　　 　   他 47,753 45,742 3,982 41,760 

 （１） 調　　　　　整　　　　　債 14,194 12,183 2,017 10,166 

 （２） 減　　収　　補　　填　　債 33,559 33,559 1,965 31,594 

 ５　　病　　院　　事　　業　　債 216,432 139,118 46,450 92,668 

438,835 9,542,518 

10,983,731 10,247,634 532,235 1,143,951 9,635,918 
※病院事業債：病院事業会計の閉鎖に伴う債務の承継

地方債の前前年度末における現在高並びに前年度末及
び当該年度末における現在高の見込みに関する調書

当該年度中増減見込額
区分

前 前 年 度 末
現  　在  　高

前年度末現在高
見　  込　  額

当 該 年 度 末
現在高見込額

 １　　普　　 　   通　　 　   債

（１０）道　路　橋　り　ょ　う　債

計



第２３号議案 令和６年度中間市一般会計予算の修正案に係る提案理由

中間クラブ 小 林 信 一

立憲民主党 安 田 明 美

明政クラブ 山 本 慎 悟

日本維新の会 蛙 田 忠 行

明政クラブ 堀 田 克 也

中間クラブ 田 口 善 大

令和６年度当初予算に計上された新規事業について、その趣旨及び予算額に承認し

がたい新規事業が有りますので、不適切と判断した事業の予算額の削除及び予算の減

額修正を下記の理由により提案いたします。

記

【予算を削除すべきもの】

（１）２款１項５目１２節 旧中央公民館建物解体工事に伴う実施設計委託料

（予算額）９８９万１，０００円

旧中央公民館は、中間市社会教育施設等あり方検討委員会において、耐震化を

含む改修工事を実施して、長期的利用を図ることが望ましい施設と報告されてい

ました。しかしながら、旧中央公民館は、閉館廃止されました。閉館廃止後、市

民の方から「廃墟となった建物をいつまで放置しておくのか。建物周辺の植え込

みも放置され、見るに忍びない」との声が寄せられていました。やっとの思いで

解体の動きが具体化したかと思いきや、建物解体工事に関する実施設計委託料の

予算計上です。我々協力会派は、令和６年度予算に関する学習会の機会を持ち、

本事業の趣旨及び予算の是非について検討しましたが、施設の解体工事に、なぜ

実施設計委託が必要なのか理解できないとの見解で一致しました。旧中央公民館

の建設当時の設計図や仕様書、国や県の公共施設解体工事の基準等を基に、解体

に関する仕様書を策定し、業者入札を実施することが可能であり、そのことで実

施設計委託料という予算の無駄を省くことができます。

従って、この旧中央公民館建物解体工事に伴う実施設計委託料について、その

経費に掛かる歳入、歳出の全額を減額にする修正を行うものです。

提案理由



（２）２款１項６目１２節 デジタル田園都市国家構想総合戦略策定支援業務委託料

（予算額）３９６万円

この事業は、国が現在策定している「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を抜

本的に改定するものと認識するものでありますが、この総合戦略策定の内容と現

在継続協議をされている第５次総合計画との関連は、どのように位置づけられて

いるのか明確ではありません。策定を急ぐのは第５次総合計画であって、第５次

総合計画策定後に総合戦略が策定されるべきものであります。策定作業の手順が

全く整理されていないものと解されます。

従って、デジタル田園都市国家構想総合戦略策定支援業務委託料について、そ

の経費に係る歳入、歳出の全額を減額にする修正を行うものです。

（３）２款１項６目１２節 ＪＲ中間駅周辺環境整備業務委託料

（予算額）１００万円

ＪＲ中間駅及び駅前周辺、西口及びその周辺の環境整備は、本市の重要な課題

でした。ＪＲ中間駅を中間市の玄関口、そして交通の要として環境整備を考える

ならば、他の自治体の駅改修、建替え及び駅周辺の開発に学び、中間市の顔にふ

さわしい環境整備と周辺の開発計画を提案し、一過性の環境整備ではなく、継続

性のある環境整備計画を策定及び提案していただき、駅及び駅周辺の環境整備と

周辺開発に努めるべきであり、ＪＲ中間駅周辺環境整備業務委託料に係る事業予

算について、その経費に係る歳入、歳出の全額を減額にする修正を行うものです。

（４）７款１項２目１２節 物価高騰経済支援商品券配布事業委託料

（予算額）４６７万８，０００円

７款１項２目１８節 物価高騰経済支援商品券配布事業負担金

（予算額）６，３００万円

７款１項２目１０節 消耗品費

（予算額）２５万円

７款１項２目１１節 通信運搬費

（予算額）７７７万円

２０２０年４月、福岡県を含む全国７都府県に緊急事態宣言が発せられました。

この後、社会全体が自粛状態に入り、経済の動きも滞る常態が生じ、低所得者層

を中心に経済的支援を求める声が高まり、各自治体では困窮する低所得者層を対

象に経済的支援対策が実施されました。中間市の近隣の自治体では各世帯への米

などの物品支給や商品券の配布等が行われ、各家庭への経済的支援が実施されま

した。本市においても、市民の方から「１，０００円でも３，０００円でもいい」

と経済的支援対策を求める声があり、執行部に対する緊急支援対策の要望を当時

行いましたが、本市では経済的支援対策は実施されず、市民からは、「中間市は何



もしてくれない」と厳しい声が寄せられました。

本市では、令和４年度においては、学校給食費の値上げ分が補助され、令和５

年度においては単年度の条件付きで給食費が全額補助され、また、全世帯と事業

所を対象に水道の基本料金の補助が令和６年３月まで、物価高騰に対する経済的

支援対策として実施されています。

しかし、この２つの対策は、令和６年３月で終了となります。物価高騰が続く

なか、当然のことながら各世帯では４月から全額負担の支出が重くのしかかりま

す。中には、水道基本料金と給食費の負担が重複する世帯があることは、誰しも

理解するところです。何らかの経済的支援対策が求められます。

物価高騰経済支援商品券配布事業は、物価高騰に対する各家庭への経済的支援

と地域経済の活性化が謳われていますが、この予算は６，３００万円が２１，０

００世帯への商品券配布となり、１，２６９万８，０００円が事務的経費に充て

られます。１世帯３，０００円の商品券は１、２回程度の買い物で消費されてし

まいます。全世帯を対象とする経済支援ならば、令和６年度も水道の基本料金免

除の支援対策を継続実施すべきではないでしょうか。１世帯あたり年間１万円程

度の支援となり、本来の物価高騰に対する支援対策に合致するものです。

また、水道の基本料金の支援対策は、所管の職員の方で手続等が可能であり、

事務的経費の無駄がなく、予算が効果的に使われることにもなります。

従って、一過性ではない経済的支援対策を求め、物価高騰経済支援商品券配布

事業委託料及びそれに付随する予算について、その経費に係る歳入、歳出の全額

を減額にする修正を行うものです。

（５）８款２項３目１２節 通谷歩道橋撤去等委託料

（予算額）１億２，１２９万１，０００円

８款２項３目１４節 通学路整備工事

（予算額）１億４００万円

８款２項３目１４節 道路付属物補修工事

（予算額）５３０万円

８款２項３目２１節 補償、補填及び賠償金

（予算額）６１８万円

通谷横断歩道橋は昭和５６年設置され、４０年を経過し経年劣化が進み、横断

歩道橋の撤去或いは安全性を考慮して新たな歩道橋の新設が必要な時期を迎え

ていることは充分に承知しているところです。

我々協力会派の安田議員は、令和２年１２月議会から令和４年１２月議会の間、

複数年にわたり通谷横断歩道橋の安全対策を始め、歩道橋の撤去並びに改修によ

る存続、筑豊電鉄の高架化等について一般質問を行い、歩道橋の撤去と安全対策、

通谷電停周辺並びに通谷線のまちづくりについて、市長・所管課の見解を伺いな



がら早期対応を求めてきました。

その一般質問の中で、通谷横断歩道橋の撤去及び安全対策に要約して経過確認

すると、令和２年１２月議会では、「平成２６年及び平成２８年の点検で全体的

な補修が必要と報告を受けた。平成３１年の交差点内横断歩道の設置を契機に撤

去に方針を決定し、準備を進めている。」と回答。令和３年１２月議会では、歩道

橋撤去に伴う子ども達や学生、一般市民、車椅子やシニアカー等々の踏切横断の

安全確保の質問に対し、「教育委員会や安全安心まちづくり課等、関係部署との

協議は十分に行われていない。委託設計書等ができたら、安全対策に努める。」と

回答。令和４年３月議会では、歩道橋撤去の時期と費用の質問に対し、「撤去に伴

う作業条件と付帯工事に多額の費用となれば、撤去と補修存続の両面で検討する。

また、関係部署との協議は、教育施設課、安全安心まちづくり課、財政課に対し

設計委託の結果報告を行い、安全対策について報告した。」と回答。令和４年１２

月議会では、再度の歩道橋撤去の質問に対し、「撤去する方向で検討、着手してま

いりたい。」と回答がなされています。

この答弁の変遷を見ると、歩道橋の「撤去」と、「改修による存続」との答弁が

入れ替わり、歩道橋の取扱いに一貫性が全く見らません。我々協力会派は、歩道

橋の撤去には全く反対するものではなく、また、老朽化が進み、朽ちていく歩道

橋を修繕して残せと無理を言っているわけではありません。歩道橋撤去に伴う踏

切横断の恒久的な安全対策を求めているのです。現有の変則で利便性の悪い歩道

橋ではなく、少々の費用がかかっても踏切を横断する人たちが、１００％安全に

踏切を渡りきることができる施設、新しい歩道橋を新設すべきであると考えてい

ます。歩道橋撤去後に踏切に接続する道路に新しく歩道を拡張整備しても、踏切

を渡るという行為は恒久的に続くことになります。朝夕のラッシュ時、上り下り

の電車は５、６分程度の間隔で交互に行き来します。その都度、警報器が鳴り、

遮断機が降ります。無理して踏切を渡る人が出てきます。特に、子ども達は思わ

ぬ行動を取ります。登下校の安全確保が、最優先されなければなりません。本来、

担当部署を核として関係部署と安全対策を協議すべきところではありますが、こ

の協議もなされていない状況です。

従って、通谷歩道橋撤去等委託料及び通学路整備工事に係る予算について、

その経費に係る歳入、歳出の全額を減額にする修正を行うものです。



【予算を減額すべきもの】

（１）２款１項６目１２節 シティプロモーション業務委託料

（予算額）１，３２０万円

この事業に対する会派学習会において、情報誌は電子媒体による情報誌と紙媒

体による情報誌の２通りがあり、電子媒体は有名芸能人の出演による動画制作に

よるもので、インターネットを介して配信され、紙媒体は２万部印刷し、各商業

施設や交通機関の駅等で配布されるとのことです。有名芸能人の出演の場合、出

演料がかなり高額になるとのことですが、中間市では、中間市観光大使を「大野

いと」さんにお願いしており、観光大使である「大野いと」さんを起用すること

により、出演料がかなり節約できるのではないでしょうか。私どもの試算では、

「大野いと」さんの起用で出演料を含む情報誌制作費は６８８万円程度に押さえ

ることができることから、「大野いと」さんを起用し、電子媒体情報誌の制作費削

減を図るべきです。

従って、シティプロモーション業務委託料に係る予算について、６８８万円に

減額する修正を行うものです。

（２）１０款５項１目１４節 中間仰木彬記念球場グラウンド改修工事

（予算額）８，０２６万７，０００円

中間仰木彬記念球場のグラウンドは、プレーに支障が出て、ケガ人が出る可能

性がある状態になっているとのことであり、ケガ人が出る可能性があれば、本来

ならば球場の使用禁止の安全策をとる必要があったと思います。この予算額には、

日本スポーツ振興センターからの補助金２，０００万円が含まれていますが、こ

の補助金は確定されたものではなく補助金が出ない可能性があります。流動的な

予算組みで、このまま容認することはできません。

従って、市負担額の予算の範囲内で改修工事をすべきであり、中間仰木彬記念

球場グラウンドの改修工事に係る予算について、２，０００万円減額する修正を

行うものです。

なお、中間仰木彬記念球場は老朽化が進んでいることから、日本スポーツ振興

センターの補助金が付きましたら、補正予算を組んで改修工事に当てていただく

こと、また、中間仰木彬記念球場を市民グラウンドとしてどの様な位置づけをし、

運営して行かれるのかを明確にしていただくことを申し添えます。


